
　
７
月
30
日（
土
曜
日
）７
月
31
日（
日
曜
日
）第
45
回
納
涼
団
地
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
会
員
さ
ん
、
消
防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、
新
た
に
Ｕ
Ｒ
か
ら

２
日
間
各
２
名
、
地
元
の
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
も
ご
協
力
頂
き
、
例

年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
事
内
容
は
毎
年
恒
例
の
子
ど
も
神
輿
、
山
車
、
子
ど
も
向
け
行

事
、
囲
碁
将
棋
、
相
撲
甚
句
、
抽
選
会
、
大
人
神
輿
、
盆
踊
り
、
夜

店
の
運
営
で
楽
し
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
団
地
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
年
々
減
る
寄
付
、
増
え
続
け
る
青

空
広
場
の
駐
輪
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
団
地
ま
つ
り
実
行
委
員
の
絶
大
な
る
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　4号棟の2階の部屋で、上からの水漏れがありました。原因は、リフォーム時に、
風呂場と洗面場の間が、防水対策がされていなかったという、手抜き工事によるも
のでした。もちろん、原因が分かったのは後のことで、とにかく時間外の緊急連絡
先に電話。
　6号棟でも、トイレの貯水タンクから水があふれ、下の階に迷惑をかけたそうです。
トイレの床は防水対策がされていないので、注意が必要です。

納
涼
団
地
ま
つ
り

開
か
る
！

納
涼
団
地
ま
つ
り

開
か
る
！

防
災
リ
ー
ダ
ー
訓
練
を
行
う

本
所
防
災
館
を
見
学・体
験

８
月
21
日（
日
）に
は

Ｕ
Ｒ
と
の

懇
談
会
開
か
る

★「
村
の
鎮
守
の
神
様
は…

…

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
、
ド
ン

ヒ
ャ
ラ
ラ
」
。
こ
の
歌
の
文
句

じ
ゃ
な
い
が
、
ド
ン
ド
ン
を
聞

く
と
、
心
が
浮
き
立
つ
。

★
こ
の
６
丁
目
団
地
を
見
に
来

た
時
、
図
ら
ず
も
東
大
島
神
社

の
前
を
通
り
、
塀
に
あ
っ
た

「
由
緒
書
き
」
が
目
に
留
ま
っ

た
。
71
年
前
の
戦
災
。
あ
の

「
東
京
大
空
襲
」
１
９
４
５
年

３
月
９
日
〜
10
日
の
Ｂ
29
の
無

差
別
爆
撃
。
江
東
区
の
３
つ
の

神
社
が
焼
か
れ
１
社
に
統
合
さ

れ
た
と
い
う
。
書
い
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
恐
ら
く
２
社
は
神

職
も
全
員
亡
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
で
な
く
て
は
１

社
に
統
合
さ
れ
る
わ
け
は
な
か

ろ
う
。

★
東
京
大
空
襲
の
前
ま
で
は
Ｂ

29
は
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
か
ら

爆
撃
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
の

司
令
官
は
、
軍
、
民
を
区
別
し

た
が
、
高
度
と
偏
西
風
に
な
や

ま
さ
れ
た
爆
撃
で
成
績
が
上
が

ら
ず
、
１
月
に
ル
メ
ー
に
交
代

し
た
。
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ブ
ル
グ

を
無
差
別
爆
撃
で
丸
焼
け
に
し

た
男
だ
。
ル
メ
ー
は
江
東
の
町

工
場
が
日
本
軍
需
産
業
に
欠
か

せ
な
い
と
知
っ
て
い
た
。
今
ま

で
高
高
度
を
編
隊
で
富
士
山
を

目
標
に
右
折
し
て
東
京
を
襲
っ

て
い
た
の
を
大
変
換
、
東
京
を

低
空
で
四
方
八
方
か
ら
攻
め
る

方
法
を
取
っ
た
。
日
本
の
ど
肝

を
抜
く
危
険
な
実
験
だ
っ
た
が

こ
れ
が
大
成
功
。
か
く
て
東
京

の
３
分
の
１
は
焼
け
の
原
に

な
っ
た
。
そ
の
ル
メ
ー
、
戦
後
、

航
空
自
衛
隊
を
育
て
た
こ
と
で

日
本
政
府
か
ら
勲
章
を
得
て
い

る
。

★
歴
史
は
歴
史
、
楽
し
み
は
楽

し
み
。
さ
あ
み
ん
な
、
祭
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　　
　
（
梅
）

や
ま
び
こ
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６
丁
目
団
地
の
災
害
協
力

隊
は
、
８
月
20
日
、
夜
間
に
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
訓
練
を
行

い
、
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
救
出
・
移
送
リ
ア
ル
体

験
」
の
あ
と
、
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓

練
・
心
肺
蘇
生
訓
練
」「
三
角
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詳
細
は
２
〜
３
面

第45回

巾
応
急
措
置
」
を
体
験
。

　

そ
の
あ
と
、
仮
設
ト
イ

レ
・
凝
固
剤
体
験
、
炊
き
出

し
訓
練
・
試
食
（
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
討
論
。
「
被

害
・
避
難
・
安
否
情
報
の
収

集
は
ど
う
す
る
」「
フ
ロ
ア
ご

と
の
確
認
・
声
掛
け
が
大

事
」「
災
害
協
力
隊
の
隊
員
、

リ
ー
ダ
ー
を
増
や
す
こ
と
が

大
事
」「
二
大
中
へ
の
誘
導
を

ど
う
す
る
か
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
出
来
る
こ
と
、
出
来

な
い
こ
と
が
あ
る
」「
外
国
人

の
居
住
者
へ
の
誘
導
は
」

等
々
の
、
検
討
課
題
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

 

い
ざ
と
い
う
と
き
、
ど
う

す
る
か
。
問
題
は
山
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
具
体

化
を
す
す
め
る
予
定
で
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
ふ
く
め
、
希

望
者
13
人
で
、
本
所
の
防
災
館
を

見
学
・
体
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
都
市
水
害
の
体
験
、
暴
風
の
体

験
、
震
度
７
の
地
震
体
験
、
火
災

消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
度
体
験
し
た
こ
と
で
、
少
し

は
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
気
が
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
も
お
勧
め
で
す
。
個

人
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
し
、
日
曜
日
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
こ
と
し
か
ら
、
二
大
中
が
、
６

丁
目
団
地
住
民
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
・
11
の
時
に
は
、
イ
ン
ド
人

家
族
１
５
０
人
ほ
ど
が
、
避
難
所

だ
っ
た
四
大
小（
当
時
）の
体
育
館

で
、
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
四

大
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
、
カ

レ
ー
の
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
て
、

皆
さ
ん
、
感
謝
、
感
謝
。
翌
朝
は
、

き
れ
い
に
掃
除
を
し
て
、
学
校
に

お
礼
を
言
っ
て
退
散
し
ま
し
た
。

　
今
度
は
二
大
中
で
す
。
防
災
訓

練
に
参
加
し
て
、
現
地
を
み
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
等
々
の
情
報

も
得
ら
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
で
す
。

二
大
中
で
合
同
防
災
訓
練

11
月
13
日（
日
）は

８
月
20
日（
土
）

詳細は
2～3面に掲載

緊急連絡先（時間外）へ水漏れ…大変だ！

◆JS緊急事故時間外連絡先　☎048－839－0901

自治会創立45周年記念自治会創立45周年記念

秋のフェスティバル開催決定！秋のフェスティバル開催決定！
◆日程：10月23日（日）　◆会場：中央広場
フリーマーケット、模擬店（ふかしいも、きのこ汁、やきとり等）、他いろいろ企画中
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第
４５
回

納
涼
団
地
ま
つ
り

納
涼
団
地
ま
つ
り

気合いを入れて頑張ろう！

ワッショイ！ワッショイ！楽しいな

やぐらの上でみんなで踊ろう

自
治
会　
廊
下
の
滑
り
止
め
措
置
を
行
わ
れ
て
い

る
フ
ロ
ア
が
あ
る
が
、
他
の
フ
ロ
ア
に
も
逐
次
、

適
応
し
て
戴
き
た
い
。
ま
た
、
措
置
を
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
は
、
一
部
剥
が
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
是
正
処
置
を
取
ら
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

Ｕ
Ｒ　
現
在
は
、
他
の
フ
ロ
ア
を
行
う
予
定
は
な

い
。
一
部
剝
が
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
は
確
認
次
第

補
修
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
補
修
の
日

程
を
後
日
連
絡
す
る
。

自
治
会　
５
号
棟
集
会
所
の
ト
イ
レ
が
汚
く
、
改

装
を
要
望
し
ま
す
。

Ｕ
Ｒ　
現
地
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
使

用
状
況
を
確
認
さ
せ
て
頂
き
、
ど
の
よ
う
に
改

装
す
る
か
検
討
し
た
い
。
改
修
費
用
の
予
算
措

置
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
今
後
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
た
い
。

自
治
会　
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の
発
生
す

る
確
率
が
政
府
か
ら
公
表
さ
れ
た
が
、
居
住
者

が
当
団
地
の
耐
震
性
及
び
震
度
７
ク
ラ
ス
の
建

物
被
害
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
大
島
６
丁
目
団

地
の
耐
震
診
断
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

し
て
の
減
災
対
策
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
津
波
の
際
に
４
階
以
上
へ
の
避
難
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
、
水
問
題
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
戴
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
大
島
６
丁
目
団
地
は
旧
耐
震
基
準
の
建
物

で
、
耐
震
診
断
上
１
・
４
・
７
号
棟
で
は
耐
震

改
修
工
事
は
不
要
、
２
・
３
・
５
・
６
号
棟
は

住
宅
階
の
耐
震
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
が
、
都
内
で
同
様
の
住
棟
が
２

０
０
棟
以
上
あ
り
、
現
時
点
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
未
定
で
す
。

　
　
津
波
問
題
に
つ
い
て
は
、
江
東
区
と
は
共
用

部
分
の
み
の
使
用
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

今
後
も
検
討
し
た
い
。

自
治
会　
玄
関
ド
ア
の
取
っ
手
部
分
が
、
居
住
年

に
よ
っ
て
「
握
り
玉
タ
イ
プ
」
と
「
レ
バ
ー
ハ

ン
ド
ル
タ
イ
プ
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
握
り

玉
タ
イ
プ
の
多
い
長
期
居
住
者
の
部
屋
ほ
ど
、

高
齢
者
が
多
く
、
早
期
に
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
タ

イ
プ
の
取
っ
手
に
取
り
換
え
て
戴
き
た
い
。

　
　
ま
た
、
表
札
が
古
く
て
汚
れ
が
目
立
つ
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
取
り
替
え
て
戴
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部
（
以
下
「
本
部
」

と
い
う
）
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
昭
和
40
年
代
初

期
の
団
地
か
ら
と
の
こ
と
。
強
い
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
を
本
部
に
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
表
札
に

つ
い
て
は
交
換
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
会　
ネ
ズ
ミ
被
害
が
５
号
棟
、
４
号
棟
等
で

あ
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、
江
東
区
ネ
ズ

ミ
対
策
係
で
対
応
し
て
戴
い
て
い
ま
す
が
、
毎

年
被
害
、
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
抜
本
的
な
対
策
、

被
害
居
住
者
が
納
得
で
き
る
対
策
を
し
て
ほ
し

い
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、
江
東
区
、
専
門
業
者
及

び
自
治
会
（
関
係
居
住
者
）
の
協
力
、
連
携
に

よ
り
、
実
施
日
を
公
知
す
る
な
ど
、
取
り
組
み

を
明
示
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

Ｕ
Ｒ　
昨
年
２
・
３
号
棟
で
一
斉
の
駆
除
を
行
っ

た
。
か
な
り
予
算
が
か
か
る
の
で
、
対
応
が
難

し
い
が
、
保
健
所
と
も
相
談
し
て
、
引
き
続
き

対
処
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会　
５
号
棟
の
万
晴
に
対
す
る
早
朝
か
ら
の

騒
音
、
異
臭
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ズ
ミ
発
生
の
要
因
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
早
朝
の
騒
音
、
終
業
後
の
窓

開
放
等
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
周
辺
居
住
者

へ
の
配
慮
を
し
て
戴
く
よ
う
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

し
て
、
責
任
も
っ
て
対
処
し
て
戴
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
住
民
か
ら
の
苦
情
は
今
は
な
い
が
、
保
健

所
へ
直
接
苦
情
が
い
っ
て
、
保
健
所
が
店
に

い
っ
て
き
た
。
法
的
な
対
応
は
難
し
い
が
、
本

部
と
も
相
談
し
て
対
処
し
た
い
。

自
治
会　
玄
関
ド
ア
等
の
塗
装
（
ペ
ン
キ
）
が
い

い
加
減
で
あ
る
。
玄
関
表
面
の
塗
装
だ
け
で
も

全
部
塗
装
し
た
よ
う
に
署
名
・
押
印
を
さ
せ
ら

れ
た
等
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
当
該
業
者
に
ど

の
よ
う
な
仕
様
、
指
示
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
居
住
者
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
は
、
再
処

置
が
で
き
る
の
か
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ　
塗
装
工
事
は
一
斉
に
工
事
を
行
う
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
設
計
に
定
め
ら
れ
た

個
所
が
皆
様
に
キ
チ
ン
と
伝
わ
る
よ
う
指
導
の

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

自
治
会　
歩
行
を
妨
げ
る
各
階
フ
ロ
ア
廊
下
の
私

物
品
、
自
転
車
等
に
対
す
る
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

特
に
私
物
の
乱
雑
な
放
置
、
家
族
全
員
の
自
転

東
京
東
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
と
の
定
例
懇
談
会
の
報
告

車
の
駐
輪
等
、
外
国
人
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
対
象
家
族
に
対
す
る
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
と
し
て
ル
ー
ル
（
規
制
）
及
び
マ
ナ
ー

の
周
知
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

ま
た
、
英
文
、
出
身
の
母
国
語
で
の
ポ
ス

タ
ー
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
用
チ
ラ
シ
を
作
成
な
ど

工
夫
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
ポ
ス
タ
ー
等
で
対
応
し
て
い
る
。
入
居
時

に
は
外
国
語
の
冊
子
で
説
明
し
て
い
る
。

自
治
会　
廊
下
に
オ
ー
ト
バ
イ
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
以
前
に
も
オ
ー
ト
バ
イ
放
火
に
よ
る
被
害

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
危
険
で
あ
り
、
か
つ
、
転

倒
等
の
副
次
的
被
害
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
消

防
署
等
と
も
協
力
し
て
対
応
し
て
戴
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
昨
年
31
台
撤
去
し
た
。
あ
る
と
こ
ろ
に
は

張
り
紙
を
し
て
い
る
。

自
治
会　
ダ
ス
ト
室
の
洗
い
場
で
洗
濯
を
し
て
い

る
と
の
指
摘
が
複
数
（
２
号
棟
、
６
号
棟
）
あ

り
ま
す
。
注
意
、
禁
止
を
相
手
に
伝
わ
る
よ
う

に
洗
い
場
に
表
示
し
て
ほ
し
い
。
対
象
者
に
は
、

厳
重
注
意
文
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
対
処
し
て
い
る
。
入

居
時
の
説
明
を
強
化
し
た
い
。
ダ
ス
ト
室
の
洗

い
場
に
厳
重
注
意
文
を
掲
示
し
た
。

自
治
会　
敷
地
内
の
ベ
ン
チ
（
特
に
５
号
棟
と
６

号
棟
の
通
路
）
の
周
辺
に
吸
い
殻
が
多
く
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
禁
止
の
表
示
が
あ
る
が
効
果
が

な
い
。
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
の
意
見
を
訊
く
な
ど

実
践
的
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
タ
バ
コ
は
捨
て
な
い
等
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼

る
な
ど
対
処
し
た
い
。

自
治
会　
外
国
人
の
集
会
所
の
使
い
方
（
消
灯
忘

れ
、
テ
ー
ブ
ル
の
汚
れ
、
飲
食
物
の
残
臭
等
）
、

居
住
者
へ
の
迷
惑
行
為
（
午
後
10
時
以
降
の
集

会
所
前
で
の
大
声
）
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
使

用
責
任
者
（
居
住
者
）
へ
の
指
摘
事
項
の
確
認
、

指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
英
文
等
の
文
書
で
知
ら
せ
て
い
る
。
引
き

続
き
今
後
も
指
摘
し
誓
約
書
を
一
読
さ
せ
、
署

名
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
等
に
よ
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

自
治
会　
上
階
か
ら
下
階
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
モ
ノ
の

投
棄
等
は
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
に
な
り
う
る

が
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
の
投
げ
捨
て
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
。
注
意
ポ
ス
タ
ー
で
は
効
果
が

低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、
上
階
の
居
住

者
に
注
意
・
警
告
文
を
ポ
ス
ィ
テ
ン
グ
（
英
文

含
め
）
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
個
別
に
わ
か
れ
ば
対
応
し
た
い
。

自
治
会　
エ
レ
ベ
ー
タ
内
（
５
号
棟
）
の
放
尿
は
、

数
年
前
か
ら
持
続
し
て
い
る
問
題
で
す
。
放
尿

は
、
常
習
性
が
あ
り
、
使
用
者
の
不
快
感
、
ス

ト
レ
ス
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

５
号
棟
南
側
で
は
、
毎
月
、
毎
週
の
よ
う
に
祝

休
日
や
夜
間
時
間
帯
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
明

ら
か
な
迷
惑
行
為
で
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
有

効
に
活
用
し
、
放
尿
日
時
の
特
定
、
居
住
階
、

部
屋
等
を
特
定
し
、
家
族
、
本
人
に
注
意
、
改

善
の
要
請
を
し
て
ほ
し
い
。「
注
意
ポ
ス
タ
ー
」

の
掲
示
で
は
、
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｕ
Ｒ　
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
警
察
と
も
連
携

し
て
本
人
特
定
に
向
け
対
応
を
し
た
い
。

自
治
会　
外
国
人
問
題
は
、
居
住
者
の
新
た
な
ス

ト
レ
ス
、
生
活
観
の
混
乱
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
、
独
善
的
な
行
為
、
行
動
に
関
し
て
は
、

事
前
の
対
策
を
講
じ
て
戴
き
た
い
。

　
　
①
居
住
者
へ
の
迷
惑
行
為
、
違
反
行
為
に
つ

い
て
は
、
入
居
時
等
、
事
前
に
警
告
、
注
意
事

項
を
明
示
し
、
周
知
の
徹
底
を
し
て
戴
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ　
厳
正
に
対
応
し
た
い
。
わ
か
っ
た
場
合
は

措
置
を
し
て
い
く
。

自
治
会　
②
入
居
条
件
の
違
反
行
為
は
、
入
居
当

事
者
の
み
な
ら
ず
、
既
存
居
住
者
に
も
公
示
し

て
ほ
し
い
。
違
反
、
迷
惑
行
為
等
の
可
否
情
報

に
関
し
、
居
住
者
間
の
相
互
理
解
、
ル
ー
ル
の

確
認
が
必
要
で
す
。

Ｕ
Ｒ　
掲
示
板
に
掲
示
し
た
い
。

自
治
会　
民
泊
の
よ
う
な
他
人
に
部
屋
を
貸
す
ビ

ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

シ
ェ
ア
ル
ー
ム
等
を
含
め
、
家
族
以
外
の
使
用

に
関
す
る
違
反
行
為
、
規
制
範
囲
を
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
現
在
ま
で
に
契
約
違
反
で
対
応
し
た
の
は

５
〜
６
件
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
し
い
こ
と
が
分

か
っ
た
場
合
は
管
理
事
務
所
等
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
民
泊
事
実
の

確
認
を
し
て
い
る
。
転
貸
は
契
約
解
除
し
て
い

る
。

自
治
会　
引
っ
越
し
時
に
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
（
ダ

ン
ボ
ー
ル
等
）
を
ダ
ス
ト
室
に
捨
て
る
、
共
用

部
の
通
路
前
に
業
務
物
品
で
占
有
す
る
等
常
識

を
越
え
る
行
為
が
目
立
つ
。
契
約
時
、
入
室
時

に
、
迷
惑
に
な
る
行
為
、
ル
ー
ル
の
説
明
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
（
外
国
人
居
住
者
等
）

Ｕ
Ｒ　
今
後
も
説
明
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ダ

ス
ト
室
へ
注
意
書
き
を
掲
示
し
ま
し
た
。

８
月
16
日
に
東
京
東
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
と
の
定
例
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

子ども山車をみんなで元気よく！

手振り身振りで盆踊り行き届いたゴミ回収

ウ
ー
ン
参
っ
た
、な
か
な
か
や
る
ね

丸
い
ヨ
ー
ヨ
ー
が
涼
し
い
ネ

今
度
は
よ
ー
く
狙
っ
て
！

決
ま
っ
て
る
ね
！
若
竹
太
鼓

イ
カ
焼
き
完
売
で
す
！

金
魚
す
く
い
楽
し
い
な
！

交通ルール覚えよう

お楽しみ抽選会に集う（ひと、ひと…）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
ッ
ト
を
描
い
た

四
大
小
の
皆
さ
ん
を
紹
介

若
竹
太
鼓
の
組
太
鼓

頼もしい
ボランティア！

　今年は二大中の生徒さんが、
2日間でのべ、39人、
　まつりボランティアを
してくれました。

URの職員の方も！
URの東センターの職員が、
2人ずつ2日間、まつりの
手伝いをしてくれました。
団地生活、コミュニティの
大切さを体感したと
語ってくれました。

駐輪場が大盛況！
シルバーさんの

応援を得て、臨時駐輪場を
設置。実行委員会の
メンバーと協力して、
誘導を徹底。数百台の
自転車を整理
しました。
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　2016年7月
  2日　ろくだんカフェ　　　　　　　　　　

第5回幹事会
  3日　団地まつり夜店受付抽選会
  6日　大島北部地区区民まつり第1回実行委

員会
  7日　盆踊打ち合わせ
  8日　東京23区自治協東・城北ブロック会

議（大島6丁目団地）　　　　　　　
二大中地区懇談会

  9日　第5回棟代表者会議
11日　広報部会
17日　青空市例会

21日　夏盆踊り練習日
22日　盆踊り練習日
24日　倉庫整理
25日　夏期夜間パトロール
27日　夏期夜間パトロール
29日　提灯つり、山車借りに行く
30日～31日　第45回納涼団地まつり
　8月
  1日　団地まつり片付け
  3日　防災対策委員会
  4日　夏期夜間パトロール中間報告会
  6日　団地まつり反省会
  7日　亀出神社大祭接待

11日～17日　自治会事務所休み
16日　東京東住まいセンターとの懇談会
19日　夏期夜間パトロール

20日　夜間防災訓練
21日　本所防災館体験学習
31日　URとの通報訓練

今
年
も
ツ
バ
メ
が
巣
を

つ
く
り
ま
し
た

＊
栗
山
邦
正
さ
ん
の
絵
本
：
え

ん
と
つ
、
お
ん
が
く
は
い
か
が
、

ぼ
く
に
ピ
ア
ノ
が
ひ
け
た
な
ら

（
以
上
、講
談
社
）、
は
こ（
徳
間

書
店
）

　

前
回
は
ポ
イ
ン
ト
②
比
較
し
て
叱
ら
な
い
、
と

い
う
事
を
話
し
ま
し
た
。
今
回
は…

…

ポ
イ
ン
ト
③
場
所
を
考
え
て
叱
る

　

こ
れ
は
人
前
で
は
叱
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。

人
前
で
叱
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
さ
が
先
に
出
て
、

叱
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
家
庭
の

場
合
で
は
、
家
族
、
兄
弟
の
い
る
前
で
は
叱
ら
な

い
。
「
ほ
め
る
時
は
人
前
で
、
叱
る
時
に
は
人
の

い
な
い
所
で
」
こ
れ
が
ほ
め
る
時
と
叱
る
時
の
原

則
で
す
。
職
場
の
場
合
も
同
じ
で
、
特
に
異
性
の

い
る
前
で
は
厳
禁
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
④
つ
い
で
に
叱
ら
な
い

「
一
時
に
一
事
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
ひ
と

つ
の
失
敗
は
そ
の
時
に
叱
り
、
後
に
引
き
ず
ら
な

い
事
。
怒
り
の
感
情
が
バ
ク
ハ
ツ
し
て
、
以
前
に

起
き
た
失
敗
を
次
か
ら
次
に
と
口
走
る
人
が
い
る

が
、
こ
れ
で
は
叱
ら
れ
て
い
る
本
人
が
今
の
失
敗

の
事
柄
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
全

く
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
⑤
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

　

人
は
誰
で
も
「
自
尊
心
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
る
と
、
人
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
自
暴
自
棄
に
な
り
ま
す
。
特
に
能
力
に

関
係
し
た
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
と
そ
う
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
家
庭
で
親
が
子
ど
も
に
対
し
て
い
う
事

が
「
グ
ズ
」
だ
と
か
「
ノ
ロ
マ
」
「
馬
鹿
」
な
ど

で
す
。
職
場
で
も
上
司
が
部
下
に
対
し
て
「
な
に

を
や
っ
て
も
中
途
半
端
だ
、
新
入
社
員
に
も
劣

る
」
等
々
で
す
。

　

以
上
で
「
じ
ょ
う
ず
な
叱
り
方
」
を
終
わ
り
ま

す
。
次
回
か
ら
は
「
じ
ょ
う
ず
な
ほ
め
方
」
を
話

し
ま
す
。

　
亀
戸
生
ま
れ
で
、
こ
の
６

丁
目
団
地
に
住
ん
だ
画
家
＝

栗
山
邦
正
さ
ん
を
ご
存
知
で

す
か
。
こ
と
し
没
後
10
年
、

来
年
は
生
誕
80
年
で
、
絵
本

の
原
画
展
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
先
日
、

お
宅
を
お
訪
ね
し
て
、
奥
様

か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
て
き

ま
し
た
。
絵
本
も
寄
贈
下
さ

い
ま
し
た
。
機
会
を
み
て
、

団
地
で
も
原
画
展
な
ど
も
出

来
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。

さ
の
さ
ん
「
こ
と
ば
」
の
サ
ロ
ン
⑰

「
じ
ょ
う
ず
な
叱
り
方
」そ
の
４
効
果
を
あ
げ
る
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

七
夕
の
笹
飾
り

友
だ
ち
と
楽
し
く
あ
そ
べ
ま
す
よ
う
に

先
生
の「
か
み
の
毛
」が
は
え
ま
す
よ
う
に

せ
が
た
か
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
！

す
て
き
な
プ
リ
ン
セ
ス
に
な
れ
ま
す
よ
う
に

お
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く

娘
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

お
い
し
い
も
の
いっ
ぱ
い
食
べ
れ
ま
す
よ
う
に

き
ん
ぎ
ょ
が
な
が
い
き
で
き
ま
す
よ
う
に

　
６
月
25
日（
土
）に
、み
ん
な
の
願
い
を
短
冊

に
書
い
て
、七
夕
の
笹
飾
り
を
作
り
、３
号
棟

集
会
所
の
入
口
に
か
ざ
り
ま
し
た
。（
青
少
年・

文
化
部
）

　
６
月
25
日（
土
）に
、み
ん
な
の
願
い
を
短
冊

に
書
い
て
、七
夕
の
笹
飾
り
を
作
り
、３
号
棟

集
会
所
の
入
口
に
か
ざ
り
ま
し
た
。

（
青
少
年・文
化
部
）

お
辞
儀
し
て
　
共
に
よ
ろ
け
る
　
ク
ラ
ス
会

耳
遠
く
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
も
　
困
り
果
て

こ
れ
大
事
　
あ
れ
も
大
事
と
　
ゴ
ミ
の
部
屋

飲
み
代
が
　
酒
か
ら
薬
に
　
変
わ
る
年

食っち
ゃ
寝
　
豚
な
ら
とっく
に
　
出
荷
済
み

まっ
す
ぐ
に
　
生
き
て
き
た
の
に
　
腰
曲
が
る

デ
ザ
ー
ト
は
　
昔
ケ
ー
キ
で
　
今
く
す
り

見
栄
張って
　
杖
は
要
ら
ぬ
と
　
傘
を
持
ち

いび
き
よ
り
　
静
か
な
方
が
　
気
に
か
か
り

七
夕
や
　
夫
の
願
い
　
そっと
見
る

シ
ル
バ
ー
川
柳

シ
ル
バ
ー
川
柳（

７
号
棟
武
田
さ
ん
よ
り
）

栗
山
邦
正
さ
ん
の

　
　
　
　
絵
本
は
い
か
が

終活セミナー終活セミナー終活セミナー
≪転ばぬ先の杖!エンディングノート≫

─ 自分らしく生きる為に ─

　40年以上たった団地ですので、これからの生活、介護・葬儀・相続等い
ろいろの問題があります。その時のためにどのようにしたらいいのかお話
をしてくださいます。
　講師はNPO法人トータルライフサポートの 理事長　三国浩晃さんです。

日時　9月16日（金）午後1：30～3：30
場所　3号棟集会所
費用　無料（先着30名）
お申込先　JS日本総合住生活株式会社
　　　　　電話03－5653－2131
　　　　　又は、大島6丁目団地自治会　自治会事務所
　　　　　電話03－3636－6470

★UR見守りサービスの説明も行います。


